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研究成果の概要 

MEC（Multi-access Edge Computing）用に開発した FPGA クラスタM-KUBOSはハードウェア開発

が終了し、各 Gは、この上でシステム開発、アプリケーション開発を進めた。菅谷 Gは、リクエスト

側と提供者側で同一のインタフェースを有する汎用性、拡張性に優れた資源管理システムMEC-

RMの開発を行った。また、ロボットアプリケーションにおける FPGAの加速を狙った ROS2 FPGA

を複数ノードに拡張を行った。さらに、このプラットフォームを利用して、感情推定技術を応用したロ

ボットの社会実装を行った。西 Gは、MEC向け位置匿名化アクセラレータの開発を行い、ソフトウ

ェア実装と比較して 200倍の高速化の可能性を示した。またセキュアで頑健な音声認識サービス

を実現するため、ロボット聴覚オープンソフトウェア HARK を利用したMEC用音声処理サービス

を実装し、音源定位処理、音源分離処理アルゴリズムの主要部をM-KUBOS上に実装した。若林

Gは、マルチ FPGA用の設計ツールの開発を行い、設計者が Sysem-Cで記述したモジュール間

の複数のチャネルを自動的にまとめて、M-KUBOSのスイッチ上に実装するインタフェース生成に

成功し、簡単な CNNでその効果を確認した。 

飯田 Gは、オリジナルの FPGA コア SLMを用いて、まったく新しい FPGAチップである SLMLET

の開発に天野 G とともに取り組み、USJC 55nmプロセスを用いた試作 2号機の稼働に成功した。

本チップは RISC-Vのコアと内部メモリを装備し、HyperBus リンクを 3系統持ち、低電力な

HyperRAMを直結可能で、複数チップを接続して簡単にスケールアップできる。SLM コアは、試

作 1号機に比べて規模を倍とし、DSPブロックを装備して、本格的な FPGA としての構造を持つ。

内部メモリからの高速コンフィギュレーション、圧縮コンフィギュレーション、内部のフリップフロップ

の状態を吐き出して、他のチップにマイグレーションする機能等、今までの FPGAでは不可能だっ

た機能の実チップ動作に成功している。 
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